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1. 研究背景 

近年増加しているさまざまな生活習慣病に対し,治療法および治療薬の研究・開発が行われている.

例えば，食生活の乱れやアルコールの多量摂取による痛風が知られている.痛風とは,体内に存在する

尿酸の血中濃度が高くなることが原因となり，足首等の関節に炎症をもたらす病気である．その原因

物質である尿酸が体内で多量に蓄積されると,結晶化して関節に析出する.痛風は主な療法として,水

等の飲用による利尿作用での尿酸排出による痛風予防が存在する．しかし，脱水症状による悪化・尿

路結石発生等の欠点があった.また尿酸生成抑制薬等の治療薬が開発されているが, 副作用(1-3)も報

告されている.そこでわれわれは，痛風の原因物質である尿酸結晶に注目し，尿酸の磁場反応特性に

おいて基礎的研究を行った. 

 

2. 実験方法 

尿酸粉末（純度 98 %,Wako 製）25mg を水酸化ナトリウム水溶液 5 ml( 0.075 mol/l)で完全に溶 

解後，塩酸 1.3 ml ( 2.88 mol/l)を加え，尿酸塩結晶を析出させた．調整した尿酸飽和溶液をカバー
ガラス上に少量滴下し，電磁石のボア内に設置した CCD カメラ(KEYENCE 製) による観察実験を
行った. 

 

3. 実験結果および考察 

調整した尿酸結晶水溶液から，板状の結晶がランダムに析出し配置されて観察された．結晶を浮
遊させた状態にて，磁場印加前後における変化の様子を CCD カメラにて捉え観察した．最初に結晶
の長軸が磁力線に対して直交するように配向した後，板状結晶の最大面が磁力線に対して垂直に配
向するように回転し，尿酸結晶は 2 段階による配向の様子を示した(図 1)．以上の結果は，磁力線の
向きを変えることで尿酸結晶を磁場で制御することができたことを示唆する．この回転運動のメカ
ニズムは，尿酸結晶の２つの結晶軸に沿った反磁性磁気異方性によるものだと考えられた. 
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uric acid crystals. The 
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